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ThemissionoflnternationalTrainｉｎｇｉｎＣｏｍｍｕｎｉ‐

cationistobeaworldleaderinthepromotionandpro‐

visionofopportunitiesfbrqualitytrainingin

communicationandleadershipskills．

ITC公式声明文

ITCの使命はコミュニケーションと指導力においての質を向上

させるための機会を進んで提供し、すぐれたリーダーを養成し、

社会に貢献することにある◎

1991年１０月26日ITC役員会採択

Adopted:ITCBoardofDirectors
October26，１９９１
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ITC宣書PLEDGE

我々、インターナショナルトレーニングインコミュニ

ケーションのメンバーは、よりすぐれた意思の伝達を通じて、

世界中の相互理解促進を願い、指導力の養成と話し方の向上

に積極的に努力することをここに誓います。

Ｗｅ，asmembersoflntemationalTraininginCommunication，

herebypledgetogiveactivethoughttoleadershiptraining

andspeechimprovement，hopingthroughbettercommuni‐

cationtoachievegreaterunderstandingthroughouttheworld．



発刊にあたって常田道子Ｒ本リージョン会長

メッセージアニタＬ,ヘンスラー国際会長

アイヨコタ元国際会長

ノーマｗ､ユーウィン元国際会長

新木昌ｒｎ本リージョン初代会長

編纂にあたって高柳恭子'0周年記念事業委員会委員長

ITCの起源

ｎ本でのITCのはじまり

名古屋クラブ、阪神クラブ、神戸クラブ誕生の歴史

ITCの組織

ITCの分布図

グラフにみる［1本の会員数

日本リージョン歴代会長

日本リージョン選出役員

リージョン大会開催記録

スピーチコンテスト優勝者

表彰

リージョン大会教育・訓練のワークショップ

クラブー覧表

ITC役員・委員としての活動

世界大会のプログラム参加者
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沿革史発刊にあたって

iＩ ||本リージョン会長1991～1992

常田道子

1982年６月４日、日本におけるITCの歴史に新しい足跡が記されました。１１本リージョン設立大

会が、京都で行われたのです。当時16クラブ、会員たちは感動に1-1を輝かせて一堂に会しました。

今10年の歳月を経て、日本リージョンは会員数約1750余名、６７クラブという世界一大きなリージョ

ンに成長致しました。

この沿茄史は1949年初めて名古屋クラブが誕生して以来の11本ITCの雁史の収録です。

歴史の物語るものがあれば、それをしっかりと兄つめ、未来への足掛かりとして生かしてゆくこ

と、それが組織の永続のために大切ではないでしょうか。そしてそれは現在メンバーである私たち

の使命であろうかと思います。

日本リージョン10周年にあたり、歴史を風化させてはいけないとの思いから取り掛かった沿革史

の編纂でした。想像以上の困難はありましたが、４３年の栄光の歴史を記録として１冊に纏め、将来

に贈るという価値ある仕事にかかわらせて頂けたことを大変嬉しく存じます。編纂に携わられた委

員の持様、ご協力くださいました各レベルの皆様方に心から感謝申し上げます。

日本リージョンの今日を築き上げられた多くの方々の情熱と献身の伝統を、これからも引き継い

でITCの理念を生かし日本リージョンのさらなる発展を願ってこの沿革史を発刊いたします｡

－１－



ＡｎｉｔａＬ､Henzler

InternationalPresident

l9９１－１９９２

Ｍｅｍｂｅｒｓ１ＪａｐａｎＲｅｇｉｏｎ

ＯｎｔｈｅｏｃｃａｓionofJapanRegion，s10thanniversary，Iextendmygreetingsand
congratuIations・Ｉａｍｓｕｒｅｅａｃｈｍｅｍｂｅｒｔａｋｅｓｐｒｉｄｅｉｎthisoccasion，and
appIeciatestheeffortsandsupportofthoseearlierIeaderswhoworkedtomake
JapanRegionareality･EffectivecommunicationisimportantinaIIareasofIife1
andwiIIbeassignificantinthefutureasitistoday・MyanniversarywishforJapan
RegionisthatitwiIlcontinuedtogrowandprovidetramingopporiunitiesforfuiure
generatiOns．

ＳｉｎｃｅｒｅＩｙｌ

ＡｎｉｔａＬ･HenzIer

IntgrnationaIPresidenl

ITC国際会長

アニタＬヘンスラー

日本リージョン会員の皆様

日本リージョンの創立10周年をお迎えになりましたことを心からお祝い申

し上げます。

会員の皆様はこの祝典を誇りに思われ，先輩のリーダーたちが日本リージョ

ンを現実のものにした努力と支持に対し感謝していらっしゃることと存じま

す。

効果的なコミュニケーションは生活のすべての面で重要であり、現在にお

いても未来においても意義深いものであります。日本リージョンがますます

ご発展なさいますよう、今後も訓練の機会を与えられますようお祈り申し上

げて私の祝辞とさせて頂きます。

－２－
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ＡｔｔｈｉｓｔｅｎじｈａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙｏＥＪａＰａｎＲｅｇｉｏｎ工ｓｉｎｃｅｒｅｌｙＷｅｌｃｏｍｅじhe

6ppor上unity上ｏａｐｐｌａｕｄａｌｌｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆＪａｐａｎＲｅｇｉｏｎｏＴｈｅ
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aretheでｅｓｕｌｔｏｆｅａｃｈｍｅｍｂｅｒ･

Ｉｎｌ９７８，ａｓｌＴＣＰｒｅｓｉｄｅｎ上，Ｉ：ｃｈｏｓｅｔｈｅエTCConvenbionTheme

rride-PerEormancE-PmressionaliBm

工Crulybelievethoseth面eewordBreprGsenじyourregionじｏｄａｙ・

IａｍｔｏｏｊｕｓｔｌｙｐｍｕｄｏｆＪａｐａｎＲｅｇｊＬｏｎｆbryourmGmbershave

fulEilledmydrｅａｍａｎｄｖｉｓｊＬｏｎｏｆ１ｎｙｆｉｒｓｔｖｉ８ｉﾋﾋｏＪａＰ”ｍａｎｙ

ｙｅａｒｓａｇｏ・

ＨｙｂｅｓｔｗｉｓｈｅｓｔｏｙＤｕｒＰｒｅｓｉｄｅｎ上NichikoTsunedaandyour

membersfbranespeciallysuccessEulregionalconrerenceo

NaythemembersoEJapanRegioncon上inue首i上ｈｄｊＬｓじinguヤロhPd

sUccessandstrivefbてexcellenceinourgrea恒ｏ電anization

工ｎｔｅｍａ上ionalTrainingエｎＣｏｎｍｍｉｃａ上ｉｏｎｏ

ＯｍｅｄｅｔｏｇｏｚａｅｅｍａｓｕＩ

Ｎｏｓ上ｓｉｎｃｅｒｅｌｙ，

とZj
AiYbkota

ITCPresi.ｄｅｎｔｌ９７７－７８

n本リージョン会員の皆様

AiYokota

lnternationalPresident

1９７７－１９７８

元ITC国際会長

アイヨコタ

日本リージョン10周年に際し、日本リージョンの会員の皆様に心から拍手を送らせて頂きます。

過去10年間を通して日本リージョンの会員の増加と効果的なリーダーシップを伴う確実な歩みは会

員一人一人の結晶であります。

1978年ITC国際会長として私はITC世界大会のテーマーを「自尊心・実行・専門的技術」としま

した。私はこの三つの言葉は誠に今日の貴リージョンを代表するものと信じます。私が日本リージョ

ンを誇りに思いますのは当然です。何年も前に日本を初めて訪問した時抱いておりました私の夢と

ビジョンを日本リージョンの会員が達成して下さったからです。

常任|道子会長並びに貴会員の皆様にとってリージョン大会が格別の成功でありますようお祈り申

し上げます。また日本リージョンの会員が私たちのこの素晴らしい組織であるインターナショナル

トレーニングインコミュニケーションでより優れた成功及び卓越に努力することを願っており

ます。

おめでとうございます。

－３－
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